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X08a LMT/B4Rの初期科学成果：極高光度サブミリ波銀河の一酸化炭素輝線観測
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本講演では、2019年に Large Millimeter Telescope (LMT)に搭載された新型 2 mm 帯受信機、B4Rの性能評
価試験 (川邊他, 2020年春季年会, V106a) の一環として観測された、赤方偏移 z ∼2–4 に位置するサブミリ波銀
河のスペクトル解析の結果を発表する。本観測の対象は Planck、Herschel、WISE で発見された、見かけの赤外
線光度が極めて大きい (LIR ≳ 1014 L⊙)、分光赤方偏移が既知の 7つのサブミリ波銀河のCO(J = 4–3, 5–4, 6–5)
および [C i](1–0) 輝線である。また、観測におけるシステム雑音温度は Tsys = 95–200 Kであった。
スペクトル解析の結果、初検出のものも含め、5天体で信号対雑音比 SNR = 6–10 σ (速度分解能：∼ 50 km s−1)

での検出に成功した。一方で、有意な検出が認められなかった 2天体についても 2–4 σ 程度のmarginalな検出を
得た。本観測から得られた分光赤方偏移は先行研究と矛盾がない。また、全天体で積分時間は 5–15分であった。
これらのことから、LMT/B4R が高赤方偏移に位置するサブミリ波銀河のサイエンスを効率的に推進するのに十
分な感度を達成していることを確認できた。さらに、輝線が検出された 5天体は多くの星形成銀河に見られる光
度–線幅関係から外れており、増光率 µ ≳ 10 の強い重力レンズ効果を受けていることが示唆された。このうちの
1天体については、先行研究で重力レンズ効果を解いて求めた増光率と無矛盾である。また、複数の輝線が検出
された天体では CO SLEDの測定から内部に∼ 80 Kの暖かいガスの存在が示唆された。


